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とやま遊学感

ビ‘ッタフィールドにびっくり
富山県陸上競技場 治

レポーター:らいちょうバレー雪の女玉 沢端裕子さん

室内にある日本一長い
300mトレー二ング走路

地下一階のトレ

ー二ングルーム

今
回
、
私
が
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
、

昨
年
の
十
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
富
山
市
南
中
田

に
あ
る
富
山
県
陸
上
競
技
場
。
平
成
十
二
年
の

完
成
に
向
け
て
建
設
を
進
め
て
い
る
富
山
県
総

合
運
動
公
園
内
に
あ
る
施
設
で
、
外
観
が
連
続

し
た
曲
線
で
構
成
さ
れ
て
い
る
せ
い
か
、
と
て

も
柔
ら
か
な
印
象
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
中
に

入
っ
て
み
て
、
ま
す
ト
ラ
ッ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
の

広
さ
に
驚
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
約
三
万
人
が

収
容
で
き
る
観
客
席
や
国
際
競
技
の
流
れ
を
先

取
り
し
た
と
い
う
日
本
初
の
九
コ
ー
ス
ト
ラ
ッ

ク
な
ど
、
そ
の
規
模
の
大
き
さ
に
た
だ
た
だ
感

心
。
ま
た
、
家
族
連
れ
で
楽
し
め
る
芝
生
席
が

あ
る
こ
と
や
体
の
不
自
由
な
人
に
も
楽
し
く
利

用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
ス
タ
ン
ド
や
フ
ィ

ー
ル
ド
へ
の
出
入
り
口
に
も
気
が
配
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
知
り
、
親
し
み
も
わ
い
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
う
天
候
の
悪
い
日
に
も
運
動
し
た
い
と

い
う
方
は
室
内
に
あ
る
日
本
一
長
い
三

O
O
m

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
走
路
の
ほ
か
、
地
下
一
階
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
活
用
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。
工
ア
ロ
バ
イ
ク
ゃ
い
ろ
い
ろ
な
運
動
器

具
で
気
軽
に
汗
を
流
す
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
。

も
う
す
ぐ
夜
間
照
明
も
整
備
さ
れ
、
六
月
に

は
、
J
リ
ー
グ
の
前
期
公
式
戦
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
今
年
の
夏
に
開
催
さ
れ
る
、
高
校

総
体
の
メ
イ
ン
会
場
に
も
な
る
と
の
こ
と
で
、

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
が
大
好
き
な
私
に
と
っ
て
こ
れ

か
う
い
ろ
ん
芯
感
動
を
味
わ
え
る
場
と
な
り
そ

う
で
す
。

メインスタンド

りが主役です」レ
}ひ人

今
年
の
十
月
六
日
か
ら
十
日
ま
一

で
の
五
日
問
、
富
山
で
生
涯
学
習
一

の
祭
典
で
あ
る
ま
な
び
ピ
ア
と
や
「
1
1
1

ま
引
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
「
ど
ん

な
こ
と
を
学
習
し
た
ら
よ
い
の

か
、
ま
た
学
習
す
る
こ
と
に
ど
ん
な
意
義
が
あ

る
の
か
を
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
す
る

こ
と
で
皆
さ
ん
に
感
じ
と
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
」
と
企
画
委
員
会
で
座
長
を
努
め

る
新
井
郁
男
さ
ん
。
上
越
教
育
大
学
で
教
育
社

会
学
の
教
授
と
し
て
生
涯
学
習
、
生
涯
教
育
の

あ
り
方
を
研
究
し
て
い
る
新
井
さ
ん
は
、
各
分

野
で
活
躍
し
て
い
る
企
画
委
員
と
と
も

に
、
い
か
に
富
山
ら
し
さ
を
盛
り
込
ん
で

行
け
る
か
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
。
「
生
涯
学
習
は
決
し
て
強
制
さ
れ
て

や
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
ら
楽
し

み
、
遊
び
心
を
持
ち
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
本
来
の
姿
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
だ
け
に
富
山
の
特
色
を
生
か
し

な
が
ら
だ
れ
も
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
よ

う
な
大
会
に
し
て
い
く
乙
と
が
大
切
に
な

っ
て
き
ま
す
。
」
委
員
会
の
果
た
す
役
割

は
、
県
下
五
市
町
の
海
上
の
地
域
性
を
生

か
し
た
テ
l
マn
つ
く
り
の
ほ
か
、
生
涯
学

習
活
動
の
紹
介
・
展
示
を
行
う
見
本
市
や

郷
土
芸
能
な
ど
を
発
表
す
る
体
験
広
場
な

ど
の
計
画
概
要
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
テ
ク

ノ
ホ
l
ル
周
辺
を

一
体
化
し
た
「
学
び
の

ゾ
!
ン
」
、
つ
く
り
な
ど
の
会
場
設
定
、
県

外
に
住
む
県
内
出
身
者
に
も
参
加
を
促
し

富
山
を
再
発
見
し
て
も
ら
う
た
め
の
企
画

の
提
示
な
ど
多
種
多
様
。
ま
た
二
O
O件

を
超
え
る
民
間
団
体
等
か
ら
の
主
催
事
業

の
参
加
申
し
込
み
に
は
、
生
涯
学
習
に
対

す
る
関
心
の
高
さ
が
伺
え
、
委
員

一
同
手
ご
た

え
を
感
じ
て
い
ま
す
。
「
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

目
的
は
、
県
民
の
方
が
生
涯
学
習
の
成
果
を
発

表
し
、
評
価
さ
れ
る
こ
と
で
次
へ
の
学
習
活
動

を

一
一
層
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
生
涯

学
習
社
会
の
実
現
の
た
め
に
も
成
功
に
向
け
、

こ
れ
か
ら
も
委
員
の
意
見
を
う
ま
く
企
画
の
な

か
に
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
に
こ

や
か
に
話
す
新
井
さ
ん
。
そ
の
目
に
は
、
半
年

後
の
ま
な
び
ピ
ア
と
や
ま
引
に
多
く
の
人
が
親

し
み
、
体
験
を
深
め
て
い
る
姿
が
は
っ
き
り
と

映
っ
て
い
ま
し
た
。

第6回全国生涯学習フェスティバル『ま恕ぴビアとやま'94J

企画委員会座長新井郁男さん
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襲平成
六
年
度
の
富
山
県
予
算
は
新
県
民
総
合
計
画
に
基
づ

き
、
本
県
の
発
展
と
県
民
福
祉
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
基
本

と
し
、
景
気
対
策
に
も
十
分
配
慮
し
て
編
成
し
ま
し
た
。

第

一
に、

二
十

一
世
紀
を
展
望
し
た
施
策
と
し
て
、
県
立

中
央
病
院
、
新
川
文
化
ホ
l
ル
(
仮
称
)
、
と
や
ま
女
性
総
合

セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)
、
県
立
大
学
大
学
院
、
全
県
城
下
水
道
化

構
想
な
ど
主
要
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
着
実
に
進
め
ま
す
。
ま

た
、
今
年
開
催
さ
れ
る
全
国
高
校
総
合
体
育
太
会
ド
全
国
生

涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
技
能
五
輪
全
国
大
会
の
実
施
に

万
全
を
期
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

一

第
二
に
、
景
気
対
策
と
し
て
、
公
共
事
業
の
積
極
的
な
硲

保
、
主
要
県
単
独
建
設
事
業
や
中
小
企
業
金
融
の
大
幅
な
増

額
等
の
ほ
か
、
農
業
農
村
対
策
に
も
積
/
的
に
取
り
組
み
、

生
産
性
の
高
い
農
業
の
実
現
を
め
ざ
し
暮
す
。

第
三
に
、
県
民
の
福
祉

・
健
康
づ
く
サ
と
し
て
、
老
人
保

健
福
祉
計
画
に
基
づ
く
高
齢
者
福
祉
の
拡
充
、
と
や
ま
健
康

村
(
仮
称
)
や
総
合
福
祉
会
館
(
仮
称
)
の
計
画
推
進
、
公
的
病

院
整
備
の
助
成
な
ど
多
様
化
す
る
県
民
主

!
ズ
に
き
め
細
か

く
対
応
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
諸
施
策
を
着
実
に
推
進
す

織
及
び
行
政
運
営
全
般
に
わ
た
る
改
苗

紀
に
向
け
た
県
哨つ
く
り
を
進
め
て
い
き

と
と
も
に
行
政
組

進
め
て
二
十
一

世

す
。

望した
りの推進
度富山県予算

円

平成6年度一般会計歳入・歳出予算額
5，793億9，489万円

(特定資金債(いわゆるNTT憤)繰上償還費を除いた額は5，537億74万円で、内訳は下のグラフのとおり)

商工・嘗寮恕ど

1，070億lA7

公債費
11.2% 
622億2，527万円

円

2 
• 

明Hを拓ぐ
人づ、ぐり
(2，087:信:5，750万円)

社
会
福
植
の
充
実

福
祉
の
中
核
を
担
う
総
合
福

祉
会
館
(
仮
称
)
の
整
備
に
向
け
、

設
計
競
技
等
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
新
し
く
策
定
す
る
老
人
福

祉
計
画
に
基
づ
き
、
市
町
村
と

と
も
に
生
き
が
い
対
策
の
充

実
、
住
宅
や
施
設
に
お
け
る
保

健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
整
備

な
ど
老
人
福
祉
施
策
を
総
合
的
に
展
開
し
ま

す
D児

童
や
母
子
の
保
健
福
祉
に
つ
い
て
新
た

に
公
立
保
育
所
に
お
け
る
延
長
保
育
を
支
援

す
る
ほ
か
、
切
迫
早
産
に
係
わ
る
医
療
費
の

公
費
負
担
を
実
施
し
ま
す
。

Z健康・宿舗の増進
(872億840万円)

生
活
の
申
の
健
康
づ
く
り

県
民
の
健
康
づ
く
り
の
拠
点
や
伝
統
医
学

に
関
す
る
国
際
的
情
報
発
進
・
交
流
基
地
と

な
る
よ
う
、
と
や
ま
健
康
村
(
仮
称
)
の
計
画

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
壮
年
期
に
お
け
る
が

ん
対
策
を
進
め
る
た
め
、
新
た
に
職
域
検
診

の
実
態
調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
中
小

企
業
従
事
者
の
が
ん
検
診
の
機
会
を
拡
大
し

ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
県
民
の
歯
の
健
康
づ
く
り
を

総
合
的
に
進
め
る
た
め
、
歯
科
保
健
計
画
を

策
定
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
休
日
夜
間
歯

科
診
療
の
実
施
や
心
身
障
害
者
の
歯
科
診
療

を
拡
充
し
ま
す
。

県
立
中
央
病
院
の
整
備

中
央
病
院
に
つ
い
て
は
、
診
療
棟
部
門
の

改
築
整
備
を
進
め
て
お
り
、
来
年
の
春
の
完

成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
新
診
療
棟
に
は
高

度
医
療
を
提
供
す
る
整
備
を
導
入
す
る
ほ
か
、

歯
科
、
外
来
診
療
室
を
増
や
し
て
予
約
診
療

を
拡
充
す
る
な
ど
、
よ
り
患
者
の
立
場
に
立

っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
め
ざ
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興

今
年
、
七
月
に
開
催
さ
れ
る
全
国
高
校
総

体
。
競
技
等
の
運
営
に
万
全
を
期
す
と
と
も

に
県
下
の
高
校
生
が

一
人
一
役
運
動
を
積
極

的
に
展
開
す
る
な
ど
富
山
ら
し
い
心
温
ま
る

大
会
と
な
る
よ
う
努
め
ま
す
。
ま
た
、

二
O

O

O
年

国

体

に
つ
い
て
は
、

準

備

体

制

の

整

備

や

新

た

に

強

化

指

定

企

業

チ

l
ム

に

ス

ポ

ー

ツ

ト

レ

ー

ナ

ー

を

派

遣

す

る

な

ど

選

手

強

化

の

充

実

に

努
め
ま
す
。

富

山

県

岡
総
合
プ

l
ル
が
六
月
に
供
用
を
開
始
す
る

ほ
か
、
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
の
夜
間

照
明
施
設
や
立
山
シ
ャ
ン
ツ
ェ
の
整
備
、
西

部
総
合
体
育
館
(
仮
称
)
の
設
計
競
技
を
行
う

な
ど
、
県
営
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
整
備
し
ま
す
0

.
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
充
実
強
化

・
精
神
障
害
者
通
所
授
産
施
設
の
整
備
へ
の
助
成

.
住
み
よ
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

・
県
立
長
生
寮
改
築
の
基
本
設
計

生
涯
学
習
社
会
の

基
礎
づ
く
り

今
年
十

月
に
開
催

ー

さ
れ
る
全

・

〆

国
生
涯
学

ー
‘
冒
圃

習
フ
ェ
ス

・

f
-

テ
ィ
パ
ル

.4aaa

ま
な
び
ピ

，
，
R

ア
富
山
加
に
つ
い
て
は
、

学
習
県
富
山
に
ふ
さ
わ
し
い
創
意
と
工
夫
を

こ
ら
し
た
県
民
総
参
加
の
祭
典
と
な
る
よ
う

努
め
ま
す
。

-
新
た
に
三
校
の
県
立
高
等
学
校
に
福
祉
コ
ー
ス
を
設

置・
中
、
高
等
学
校
の
外
国
語
指
導
助
手
の
増
員

興

)
振
円
の
万
b
u
-
-

，a
冒.、
E
J

文

2・GU
学
満
州
為
万

2生涯学習の推進
(1，070億4，027万円)

デザイン 石ノ森重量太郎

科
学
の
振
興
墨
盤
強
化

県
立
大
学
に
大
学
院
を
開
設

す
る
と
と
も
に
、
生
物
工
学
研

究
セ
ン
タ
ー
の
増
築
工
事
に
着

手
し
ま
す
口
ま
た
、
次
代
を
担

う
子
供
た
ち
の
科
学
す
る
心
を

育
む
た
め
新
た
に
親
子
科
学
研

究
室
を
開
催
し
ま
す
。

3 



ぷ郷土
づぐり

(2，289信:S，027万月)

魅力あ

芸
術
文
化
活
動
の
振
興

県
東
部
の
芸
術
文
化
活
動
の
中
核
的
施
設
と

な
る
新
川
文
化
ホ
l
ル
(
仮
称
)
に
つ
い
て
、
今

年
秋
の
開
館
を
め
、
ざ
し
建
設
を
進
め
ま
す
。

か
ほ
あ
き
ら

ま
た
、
下
保
昭
作
品
展
示
施
設
基
本
構
想
の

も
と
に
新
美
術
館
の
建
設
に
着
手
す
る
ほ
か
、

舞
台
芸
術
活
動
等
の
拠
点
と
し
て
利
賀
芸
術
公

国
(
仮
称
)
の
整
備

を
進
め
ま
す
。

・
平
成
八
年
度
の
国

民
文
化
祭
と
や
ま
閣

の
準
備
推
進

・
第
四
回
世
界
ポ
ス

タ
ー
-
卜
リ
エ
ン
ナ

|
レ
ト
ヤ
マ
展
の
開

催

安
全
で
快
適
な

生
活
環
境
の
形
成

と
や
ま
環
境
財
団
の
活
動
基

盤
を
強
化
す
る
と
と
も
に
新
た

に
市
町
村
の
ゴ
ミ
減
量
化

・
再

生
利
用
事
業
に
助
成
す
る
な
ど

環
境
の
保
全
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
高
規
格
救
急
車
の
導
入
に

支
援
す
る
ほ
か
、
常
備
消
防
の

広
域
化
を
促
進
し
ま
す
。

・
住
み
よ
い
家
づ
く
り
資
金
の
充
実

・
地
震
、
津
波
に
よ
る
被
害
防
止
策
の
調
査
研
究

Z快適恕暮5しの実現
(417億9.85ア万円)

日
本
海
ミ
ュ

I
ジ
ア
ム
構
想
の
推
進

日
本
海
博
物
館
(
仮
称
)
の
基
本
計
画
の
策

定
を
進
め
る
な
ど
、
海
の
プ
ラ
ザ
日
本
海
ミ

ュ
l
ジ
ア
ム
構
想
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

本
県
に
恒
久
展
示
で
き
る
こ
と
に
な

っ
た
海

王
丸
の
今
後
の
活
用
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て

検
討
し
ま
す
。

自
然
の
保
護
と
利
用

立
山
カ
ル
デ
ラ
砂
防
総
合
展
示
施
設
に
つ
い

て
設
計
競
技
を
実
施
す
る
と
と
も
に
カ
ル
デ

ラ
地
域
を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
美
女
平
地

区
な
ど
の
整
備
や
立
山
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー

を
拡
充
す
る
た
め
の
基
本
構
想
に
取
り
組
み

ま
す
。

・
桂
湖
周
辺
の
整
備
基
本
計
画
の
策
定

.
百
瀬
ダ
ム
の
建
設
着
手

4交通・情報通信体系の聞
(661億3.206万円)

北
陸
新
幹
線
の

建
設
促
進

北
陸
新
幹
線
に
つ
い
て
は
、

石
動

・
金
沢
聞
や
糸
魚
川

・
魚

津
聞
の
建
設
工
事
を
促
進
し
ま

す
。
ま
た
、
新
た
に
建
設
推
進

準
備
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
る

富
山
駅
部
の
全
体
構
想
調
査
が

着
実
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
積
極

的
に
協
力
し
ま
す
。

伏
木
富
山
港
の
整
備

伏
木
外
港
の
建
設
や
新
湊
地
区
の
公
共
マ

リ
l
ナ
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
新
湊

4績と女性の力を社会に
(21億549万円)

女
性
の
能
力
の
発
揮

み
の
り
豊
か
な
男
女
協
同
社

会
の
実
現
を
め
ざ
す
活
動
拠
点

と
し
て
の
と
や
ま
女
性
総
合
セ

ン
タ
ー
(
仮
称
)
に
つ
い
て
実
施

設
計
に
着
手
し
ま
す
。

ニO
O
X年
燃
え
る

県
民
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の

取
り
組
み

二
十

一
世
紀
に
向
け
て
県
民
が
燃
え
る
こ
と

が
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
を

県
民
参
加
で
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
た
め
、
若
手

有
識
者
な
ど
で
構
成
す
る
「
二
O
O
X
年
燃
え

る
県
民
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
想
委
員
会
(
仮
称
)
」
を

設
置
す
る
ほ
か
、
県
民
か
ら
の
提
案
募
集
を
行

2魅力ある地域づくり
(277億4.976万円)

県
際
交
流
の
雄
進

日
本
海
国
土
軸
や
日
本
中
央

横
断
軸
構
想
を
推
進
す
る
ほ
か
、

広
域
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
飛

越
地
域
に
お
け
る
日
本
の
心
の

ふ
る
さ
と
ゾ

l
ン
整
備
構
想
を

進
め
県
際
交
流
を
進
め
ま
す
。

花
と
緑
の
環
境
づ
く
り

花
と
緑
の
県
づ
く
り
に
つ
い

て
は
中
央
植
物
園
の
展
示
温
室
等
の
建
設
を
進

め
る
ほ
か
、
市
町
村
の
専
門
植
物
園
の
整
備
に

助
成
す
る
な
ど
、
植
物
公
園
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
地
域
花
壇
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
事
業
の
実
施
や
グ
リ
ー
ン
キ

l
パ
l
等
の

増
員
な
ど
花
と
緑
の
銀
行
事
業
を
充
実
し
ま

す
口
・
地
域
づ
く
り
総
合
支
援
事
業
の
創
設

大
橋
(仮
称
)
の
事
業
化
調
査
を
行
う
な
ど
伏

木
富
山
港
の
整
備
を
拡
充
し
ま
す
D

ま
た
、

海
の
新
幹
線
と
い
わ
れ
る
テ
ク
ノ
ス
ー
パ
ー

ラ
イ
ナ
ー
の
導
入
に
向
け
た
調
査
を
実
施
し

ま
す
。

情
報
通
信
基
盤
の
整
備

近
年
の
情
報
機
器
の
高
度
化
に
対
応
し
て
、

高
度
な
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
が
大
切
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
光
フ
ァ
イ
バ
等

の
次
世
代
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
や
活
動
の

あ
り
方
に
つ
い
て
調
査
に
取
り
組
み
ま
す
。

-
北
陸
自
動
車
道
(上
越
・
朝
日
間
)の
四
車
線
化
の
促
進

.
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
便
や
ソ
ウ
ル
便
等
の
利
用
促
進

環
日
本
海
交
流
の
推
進

環
日
本
海
交
流
拠
点
の
形
成

を
図
る
た
め
の
施
策
の
企
画
立

案
に
取
り
組
む
ほ
か
、
沿
岸
府

県
と
共
同
で
環
日
本
海
交
流
圏

に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
中
国
遼
寧
省
、

ロ

シ
ア
沿
海
地
方
、
韓
国
江
原
道

と
の
間
で
、
研
修
員
や
留
学
生

の
受
け
入
れ
、
人
材
育
成
に
つ

い
て
協
力
す
る
と
と

b
に
環
日
本
海
児
童
作

品
展
を
開
催
す
る
な
ど
交
流
を
進
め
ま
す
。

応対の
mu

h
い
万
冊
但

レ
包
匡
ヨ
凶

闘
加
国
1

5
 

申
国
遼
寧
省
と
の
交
流

今
年
で
友
好
提
携
十
周
年
を
迎
え
る
中
国

遼
寧
省
と
の
交
流
を

一
層
進
め
る
た
め
、
友

好
代
表
団
の
相
互
派
遣
な
ど
の
記
念
事
業
を

実
施
す
る
と
と
も
に
同
省
で
日
本
語
を
学
ぶ

学
生
に
対
す
る
奨
学
金
制
度
を
創
設
し
ま
す
0

.
ロ
シ
ア
語
や
ス
ポ
ー
ツ
分
野
の
国
際
交
流
員
の
全
国

に
先
が
け
た
配
置

・
と
や
ま
国
際
セ
ン
タ
ー
の
活
動
基
盤
の
強
化

4 

い
ま
す
0

・
青
年
、
女
性
の
海
外
派
遣
(
ド
イ
ツ
、

イ
タ
リ
ア
)

・
人
口
問
題
に
つ
い
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

長
寿
を
支
え
る

し
く
み
づ
く
り

い
き
い
き
長
寿
財

団
や
老
人
ク
ラ
ブ
活

動
を
支
援
す
る
ほ
か
、

高
齢
者
パ
ス
教
室
な

ど
生
き
が
い
と
社
会

参
加

メ
ニ
ュ
ー
事
業

を
実
施
す
る
な
ど
、

生
き
が
い
と
健
康
づ

く
り
施
策
を
進
め
ま
す
。

・
余
暇
ビ
ジ

ョ
ン
に
基
づ
く
ゆ
と
り
名
人

等
発
掘
事
業
の
実
施

応且'晶邑陣
、、.，f
a円
ヘ
町
A
-
E
K
 

祉
に
暇
1
h

余
億

h
E
E関
陣

‘

唱

司

E---s

艇
の
5
 

-
富
山
市
大
手
町

地
区
の
整
備
基
本

計
画
の
策
定

-
第
十
三
回
全
国

都
市
緑
化
フ
ェ
ア

(
平
成
八
年
度
開

催
)の
整
備
推
進

3県土の保全と活用
(923億ア.059万円)

全
県
鳩
下
水
道
化
の

推
進小
矢
部
川
流
域
下
水
道
に
つ

い
て
は
、
区
域
内
の
全
市
町
村

で
供
用
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
ほ
か
、
神
通
川
左
岸
流
域

下
水
道
基
本
計
画
等
の
策
定
に

対
し
助
成
す
る
と
と
も
に
、
農

村
下
水
道
の
警
備
や
合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及

を
図
り
ま
す
。
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定-
環畜
日産
本 試作堅二
海験 ι オ 1ι
貿 場円フ讐

塁 率日当 を曹適法凶 器 JVを資る等界術オ 開先
号 室員占禁江盛 J嘩弟、まT22自禁罪量発端
主 築震ルド J苅藍LE麹F層まン、統のを棟技 利按
ぺ河口ヲ脳也養ラ否行チ的チ息日 用g
霊 1 イす い利野に手殖マ利ま肩 7保?すいン
二 て用で 、す日ス用たrリ存リるてタ

充 本 語業 基のの非る備なし富奪ッ、ツほ、 l
実 費 三語 礎可深水と究どた山のプ活プか先の
m ~占 調能層産とにのサの整遺用原
議 1*主也 査性水分も着増ク深備伝す種世技イ

る産業
づくり

(7，728億B，23B万円)

Z新世紀への産業展開
(15億1.474万円)

活力あ

2属林水産業の振興
(595億8.484万円)

た
く
ま
し
く
魅
力
あ
る

農
業
の
確
立

本
県
農
業
の
現
状
は
、
高
齢

化
の
進
展
、
後
継
者
対
策
な
ど

の
問
題
に
加
え
て
、
ガ

ッ
ト
・

ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
農
業

交
渉
に
よ
る
輸
入
の
拡
大
な
ど

極
め
て
厳
し
い
環
境
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
農
業
農
村
対

雇
用
の
安
定

長
引
く
景
気
の
低
迷
で
最
近

の
雇
用
情
勢
は
た
い
へ
ん
厳
し

い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
企
業
の
雇
用
維
持
に

向
け
た
取
り
組
み
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
地
域
別
の
懇
談
会

や
女
子
学
生
雇
用
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
を
実
施
し
、
雇
用
の
安
定
と

離
職
者
の
再
就
職
を
促
進
し
ま
す
D

な
か
で

組

)
掴
円
者
同
労〉叫ん
勤

mm

と
お
用
滞
日
雇

Z
5
(
 

施策の実施の
ために

(7，333信3，202.万月)

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
等

新
聞
の
全
国
紙
等
を
活
用
し
て
、
地
域
か
ら
の
情
報

を
全
国
に
発
信
す
る
地
域
情
報
発
信
事
業
に
取
り
組
む

ほ
か
、
県
内
の
公
的
施
設
等
を
紹
介
し
た
公
的
施
設
利

用
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
、
県
内
全
世
帯
に
配
布
す

る
な
ど
、
施
設
利
用
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

組
織
機
構

高
齢
化
、
国
際
化、

県
民
の
価
値
観
の
多
様
化
な
ど

に
伴
っ
て
生
ず
る
新
た
な
行
政
ニ

l
ズ
に
積
極
的
に
対

応
し
、

二
十
一
世
紀
を
展
望
し
た
富
山
県
の
政
策
目
標

を
実
現
す
る
基
盤
づ
く
り
と
し
て
再
編
整
備
を
行
い
ま

す
。
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
総
合
的
な
政
策
形
成
・
調
整
機
能
の
充
実
強
化
の
た
め
の
企

画
部
の
設
置

・
県
民
生
活
重
視
の
行
政
を
展
開
す
る
た
め
の
生
活
環
境
部
の

設
置・企
画
部
及
び
生
活
環
境
部
の
設
置
に
伴
う
企
画
県
民
部
の
廃

止-
農
林
水
産
行
政
の
一
体
化
・
総
合
化
を
図
る
た
め
の
農
林
水

産
部
の
設
置

・
農
林
水
産
部
の
設
置
に
伴
う
農
業
水
産
部
及
び
農
地
林
務
部

の
廃
止
職
員
定
数

知
事
部
局
と
警
察
の
職
員
に

つ
い
て
は
据
え
置
き
D

教
職
員
に
つ
い

て
は
児
童
生
徒
数
の
減
少
に
伴
う
学
級

減
等
に
よ
り
、
全
体
と
し
て
五
十
二
人
を
減
員
し
ま
す
。

機構改革による部忍び室課の編成について (~は部の連絡課)

改

策
連
絡
会
議
を
中
心
に
今
後
の
本
県
農
林
水

産
業
の
課
題
等
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
と

と
も
に
、
国
に
対
し
て
も
抜
本
的
な
農
業
振

興
対
策
を
確
立
す
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
農
協
等
に
よ
る
農
作

業
受
託
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
支
援
し
、

地
域
ぐ
る
み
の
営
農
体
制
ミつ
く
り
を

一
層
進

め
ま
す
。
さ
ら
に
富
山
米
宣
伝
活
動
を
支
援

す
る
ほ
か
、
水
稲
の
新
品
種
育
成
研
究
の
拡

充、

直
播
栽
培
技
術
や
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

に
よ
る
超
省
力
、
低

コ
ス
ト
の
米
づ
く
り
の

実
証
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
種
畜
供
給
セ
ン
タ
ー
(仮
称
)業
務
の
一
部
開
始

.
乳
用
牛
ゾ
ー
ン
の
整
備
着
手

-
新
た
に
設
置
さ
れ
る
林
業
担
い
手
セ
ン
タ
ー
や
林
業

カ
レ

ッ
ジ
の
運
営
へ
の
支
援

-
漁
業
担
い
手
セ
ン
タ
ー
(仮
称
)の
設
置
へ
の
支
援

中
小
企
業
の
振
興

現
在
の
厳
し
い
経
済
情
勢
に

配
慮
し
、
中
小
企
業
の
経
営
を

安
定
さ
せ
る
た
め
、
地
域
産
業

対
策
資
金
な
ど
の
制
度
融
資
を

大
幅
に
増
額
す
る
と
と
も
に
中

小
企
業
高
度
化
資
金
を
確
保
し

ま
す
。
ま
た、

小
矢
部

・
砺
波

地
域
の
繊
維
工
業
な
ど
特
定
中
小
企
業
の
集

積
活
性
化
促
進
地
域
に
お
い
て
は
、
特
別
融

資
制
度
の
活
用
や
新
製
品
の
開
発
に
対
す
る

助
成
な
ど
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
下
請
企
業

相
談
を
充
実
す
る
と
と
も
に
受
発
注
取
引
促

進
会
議
を
開
催
し
、
下
請
企
業
の
受
発
注
の

確
保
に
努
め
ま
す
。

・
地
域
技
術
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
事
業
へ
の
取
り
組
み

.
伝
統
医
薬
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

・

3工業の振興
(451億3.492万円)

も
、
景
気
低
迷
の
影
響
を
受
け
や
す
い
高
齢

者
、
身
体
障
害
者
、
パ

l
ト
労
働
者
の
雇
用

の
安
定
に
十
分
配
慮
し
ま
す
。

按
能
五
輪
金
国
大
会
の
開
催

今
年
、
十

一
月
に
地
方
開
催
第

一
号
と
し

て
本
県
で
開
催
さ
れ
る
技
能
五
輪
全
国
大
会

に
つ
い
て
は
、
会
場
の
整
備
や
選
手
の
強
化

に
取
り
組
む
ほ
か
、
環
日
本
海
諸
国
の
選
手

に
よ
る
友
好
競
技
を
実
施
す
る
な
ど
富
山
県

。商工企画課

中小企業課

商業振興課

観光通商課

労政課

職業安定課

職業能力開発課

雇用保険課

後正

総合企画室

。風林総務謀

流通経清操

昔忍按術課

生産振興課

畜産課

耕地課

蹟村環境謀

林政課

治山課
水産漁港課

高
工
労
働
部

農
林
水
産
部

。人事課

文書学術課

国際課

財政課

管財課

税務課

地方課

消防防災課

。企画調整楳

秘書課

広報課

計画課

情報企画課

日本海政策謀

新幹線交通政策課

統計課

県民生活課

女性膏少年標

水量土地対軍標

環境政箪課

自然保護課

環境保全課

環境衛生課

。社会福祉課

高齢福祉課

児童家庭課

障害福祉課

保険課

国民年金課

医務課

健康課

健康村建設室

薬務食晶課

薬業振興課

総

務

部

企

画

部

4商業・ザ司ピス業の振興
(28億ア.116万円)

魅
力
あ
る

商
后
街
づ
く
り

商
庖
街
の
カ
ラ
l
舗
装
な
ど

の
商
業
基
盤
施
設
や
顔
づ
く
り

施
設
等

の
整
備
に
助
成
し
ま

す
。
ま
た
、
映
像
に
よ
り
各
種

情
報
を
提
供
す
る
商
庖
街
の
映

像
情
報
化
推
進
事
業
や
中
小
企

業
活
性
化
基
金
を
活
用
し
た
、

に
ぎ
わ
い
創
出
の
イ
ベ
ン
ト
を

支
援
す
る
な
ど
魅
力
あ
る
商
庖
街
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

・
ょ
う
こ
そ
富
山
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施

-
韓
国
国
際
観
光
展
、
国
内
に
お
け
る
世
界
リ
ゾ
ー
ト

博
や
世
界
祝
祭
博
へ
の
参
加

ら
し
い
大
会
と
な
る
よ
う
努
め
ま
す
0

.
黒
部
職
業
能
力
開

1

発
セ
ン
タ
ー
の
移
転
一{

改
築
設
計
等
の
推
進

・
中
小
企
業
の
労
働

時
間
短
縮
の
促
進

・
勤
労
者
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
(B
型
)の

整
備
促
進

・
産
業
保
険
推
進
セ

ン
タ
ー
の
誘
致

工事検査室

。管理課

企画用地課

道路課

河川課

河川開発課

港湾諜

航空対策室

砂防課

都市計画課

総合運動公園建設室

下水道課

建築住宅課

営繕課

名称変更※太字は新設

土

木

部

生
活
環
境
部

厚

生

部

7 



小
さ
な
笠
郡
の
募
ぴ
と
悲

ιふ
が

大
ぎ
な
夕
陽
の
溺
に
滋
け
て
滋
れ
ぷ

い
ま
一

H
の
子
安
が

ぐ
っ
き
り
と
ほ
付
か
び
必
が
り

数
日
胞
の
砺
波
野
ぱ

静
か
に
明
日
に
向
か
っ
て
広
が
ぶ

深
い
静
寂
の
な
か
に

春
半
ん
の
・
夜
明
け
を
予
感
L
念
が
ら
・
..... 



らいちょうバレー雲の祭典

10 

BE--------------------------EB
・E・---------------------------------------

雪
に
フ
ェ
ス
タ
の
華
が
咲
く

ら
い
ち
ょ
う
バ
レ
l
雪
の
祭
典
開
催

「
ら
い
ち
ょ
う
バ
レ

l
雪
の
祭
典
」
が
、
大
山

町
の
ら
い
ち
ょ
う
バ
レ

l
ス
キ

l
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

二
十
六
日
の
前
夜
祭
は
あ
い
に
く
の
雪
模
様

と
な
り
ま
し
た
が
、
た
い
ま
つ
滑
走
や
餅
っ
き

大
会
、
イ
ス
取
り
ゲ

l
ム
な
ど
が
行
わ
れ
、
会

場
は
楽
し
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

二
十
七
日
に
は
、
各
種
ゲ

l
ム
大
会
が
行
わ

れ
た
ほ
か
大
漁
鍋
が
無
料
で
ふ
る
ま
わ
れ
る
な

...商品めざして、 ジャンケンポン!

企あつあっナベで、あったまろう。

----------E，
.E，
 ................ EB目・----BE--Ea----g・・・・・園田・・・

「
新
た
な

国
土
形
成
理
念
の

創
造
に
向
け
て
」
を

メ
イ
ン
テ
ー
マ
に

第
三
回
新
た
な
国
土
の
軸
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

盛
岡
市
、
大
分
市
に
続
く

3
凪
シ
リ

ー
ズ
と
し
て
「
新
た
な
国
土
の
軸
を
考

え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
富
山
市
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
域
が
主

体
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
の
地
域
聞

の
交
流
・
連
携
の
必
要
性
に
つ
い
て
議

論
し
、
そ
の
成
果
を
新
た
な
国
土
軸
の

あ
り
方
な
ど
の
検
討
に
反
映
す
る
た
め

に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
今
回
は
、
国

土
庁
、
都
道
府
県
、
県
内
市
町
村
等
の

関
係
者
な
ど
約
五
百
人
が
参
加
。
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
は
プ
レ
セ

ッ
シ
ョ
ン
と
し

て
「
交
流
・
連
携
は
境
を
越
え
て
」
を
テ

l
マ

に
新
た
な
国
土
づ
く
り
の
方
向
性
に
つ
い
て
、

ま
た
続
く
メ
イ
ン
セ

ッ
シ
ョ
ン
で
は
「
い
き
い

き

・
ち
い
き
一
自
律
と
連
携
」
を
テ

l
マ
に
い

き
い
き
と
し
た
地
域
づ
く
り
と
そ
れ
を
支
え
る

基
盤
、
仕
組
み
等
に
つ
い
て
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ

る
活
発
な
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を

踏
ま
え
て
最
後
に

「
新
た
な
国
土
形
成
を
広
が

り
あ
る
か
い
き
い
き
地
域
。
か
ら
」
と
す
る
戸

明
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

新たな国土形成理念の創造!こ向けて

ど、

訪
れ
た
多
く
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
た
ち
を
楽
し

ま
せ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
歌
手
の
大
東
め
ぐ

み
さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ
や
、
「
雪
の
女
王
コ
ン
テ
ス

ト
」
が
祭
典
に
華
を
添
え
、
会
場
の
雰
囲
気
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

雪
の
女
王
に
選
ば
れ
た
三
名
は
、
今
後

一
年

間、

ら
い
ち
ょ
う
バ
レ
l
ス
キ

l
場
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
行
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

聞睡祖国・・・・聞圃・・・・翻闇祖国・・・圃---------園側聞・圃・・・圃・・・田・・a田・・・園周聞・・・・・・・・・開園田

企雪の女王スリーショット
左カ、ら桑田さん、沢端さん、中川さん

さらに飛躍する
富山の空の玄関口

昭
和
五
十
九
年
に
富
山
空
港

が
ジ
ェ

ッ
ト
化
空
港
と
な
っ
て

以
来
今
年
で
十
年
を
迎
え
ま
し

た
。

富山空港ジェット化10周年記念事業

こ
の
問
、
東
京
使
の
増
設
を
は
じ
め
平
成
三

年
に
は
、

名
古
屋
、
札
幌
便
の
開
設
、
昨
年
四

月
か
ら
は
、
初
の
国
際
定
期
便
で
あ
る
ソ
ウ
ル

便
が
就
航
し
て
い
ま
す
。

三
月
十
八
日
の
記
念
事
業
で
は
、

話
題
の
マ

リ
ン
ジ

ャ
ン
ボ

K
の
無
料
遊
覧
飛
行
や
見
学

会
が
行
わ
れ
、

多
く
の
人
た
ち
が
「
空
飛
ぶ
鯨」

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

な
お
、
富
山
空
港
で
は
四
月
か
ら
ソ
ウ
ル
便

が
増
便
さ
れ
、
ま
た
、
夜
間
駐
機
の
実
施
に
よ

り
東
京
便
へ
の
日
帰
り
出
張
が
よ
り
便
利
に
な

り
ま
し
た
。
き
ら
に
今
後
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク

便
の
開
設
や
駐
車
場
の
拡
張
な
ど
も
予
定
さ
れ

て
お
り
、
環
日
本
海
交
流
の
「
空
の
拠
点
」
と

し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
、
」
と
が
期
待
さ
れ
-

ま
す
。

第4回花と緑の冬のフェステイパル
( ~ 13 日)

雪国交流シンポジウム(ー12日)

第11田富山県高等学校生徒海外派遣団

結団壮行式

農業振興賞表彰式

富山県農林漁業婦人の日推進大会

平成6年度予算案事前説明
新たな国土の軸を考えるシンポジウム

平成6年度予算案発表
らいちょうバレー雪の祭典(ー27日)
富山県コロンブス計画第12回ティーチ

イン (~27 日)

平成6年度行政改革の発表
富山県警察本部庁舎新築工事定礎式

ねたきり防止国際セミナー

第 l@]児童環境づくり推進協議会

3月定例県議会 (-25日)
第 1田富山県総合福祉会館(仮称)基

本計画策定委員会

県政の動き
2月11日-8月10日H6. 

2月11日

2月15日

2月17日
2月21日

2月24日
2月25日
2月26日

2月28日

3月1日

3月2日
3月3日
3月4日

3月7日

11 
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方
言
研
究
家

蓑
島

良

二

(ν-) l-

富
山
は
日
本
の
ほ
ぼ
真
ん
中
に
あ
り
、
東
西
方
言

の
分
水
嶺
と
位
置
づ
け
さ
れ
て
い
る
。
言
語
学
上
は
，

親
不
知
/
糸
魚
川
あ
た
り
で
線
引
き
さ
れ
て
い
る
よ

う
だ
が
、
語
葉

・
ア
ク
セ
ン
ト
の
絡
み
も
あ
っ
て
厳

密
な
仕
分
け
は
難
し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

県
内
の
分
布
に
つ
い
て
も
お
な
じ
こ
と
。
新
川
圏

と
小
矢
部
川
流
域
の
違
い
は
目
立
つ
も
の
の
、
黒
部

の
人
が
「
魚
津
の
こ
と
ば
ほ
関
西
系
」
だ
と
言
っ
た

と
し
て
も
、
重
な
り
部
分
が
多
く
玉
虫
色
。

都
こ
と
ば
が
地
方
へ
伝
わ
る
過
程
で
少
し
ず
つ
変

化
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
の

一
方
で
、
大
伴
家
持
が
「
越
の
俗
語
」
と
し
て
万
葉

歌
に
詠
ん
だ

「あ
ゅ
の
風
L

が
青
森
か
ら
山
陰
地
方

に
ま
た
が
る
現
役
の
方
言
で
あ
る
こ
と
を
見
れ
ば
、

地
方
固
有
の
民
俗
伝
求
は
根
強
く
底
堅
い
。

島
畑
山
方
言
の
幾
つ
か
は
富
山
の
こ
と
ば
に
共
通
す

い
に
し
え

ひ

が

る
も
の
が
あ
る
。
古
の
都
か
ら
彼
我
そ
れ
ぞ
れ
へ
の

る

ふ

て

ん

か

隔
た
り
を
考
え
れ
ば
、
流
布

・
転
論
が
自
然
の
波
形

と
見
ら
れ
な
く
も
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
上
新
川

・
舟

ぞ

ま

き

.、、

倉
山
の
姉
倉
姫
と
柏
木
山
の
能
登
姫
の
間
で
紛
争
が

お
お
く
に
ぬ

L
町
み
ニ
と

起
き
、
出
雲
か
ら
大
国
主
命
が
出
張
し
鎮
圧
し
た
の

が
越
中
の
国
の
始
ま
り
だ
と
す
る
神
話
が
あ
る
。

も
し
そ
こ
に
人
的
交
流
が
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、
岡

県
類
似
方
言
の
解
明
が
で
き
る
や
も
知
れ
ぬ
。

近
来

「古
語
に
臨
む
方
言
」
を
テ
「
マ
に
挙
戦
を

第
六
回
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
本
番
ま
で
あ
と
二
百
日
に
迫
っ
た
三
月

二
十
一
日
、
「
2
0
G
旦
副
イ
パ
ド
ν卜
ι
ーか

富
山
市
総
曲
輸
の
富
山
西
武
前
ピ
ロ
テ
ィ

ー
で
華
や
か
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

フ
工
ス
テ
ィ
パ
ル
は

「高
志
の
く
に
か

ら
ひ
ろ
が
る
学
び
」
を
テ
ー
マ
に
、
十
月
六
日
か
ら
十
日
ま
で
の
五
日
間
、
三
十
万
以

上
の
参
加
を
め
ざ
し
県
内
の
五
市
町
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
「
2
0
0目
前
イ
ベ
ン
ト
」

は
日
本
海
側
で
初
め
て
開
か
れ
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
広
く
県
民
に
知
っ
て
も
ら
い
、

参
加
を
呼
び
か
け
る
た
め
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

午
後
一
時
半
、
県
警
一
=
音
楽
隊
の
奏
で
る
勇
壮
な
プ
ラ
ス
の
響
き
で
幕
を
開
け
た

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
ギ

ネ
ス
記
録
に
挑
む
「
チ
ャ
レ
ラ
ン
(
チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ
ン
キ
ン
グ
の
略
称
)
大
会
」
も

聞
か
れ
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
多
く
の
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
マ
ス
コ
ッ
ト

の
マ
ナ
ピ
ィ
君
も
登
場
し
、
楽
し
い
学
び
の
禁
典
の

P
Rに
一
役
買
っ
て
い
ま
し
た
。

文

す
さ
の
お
の
み
こ
と

楽
し
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
、
古
事
記
〈
須
佐
之
男
命

υ

ニ

し

や

ま

た

の
大
蛇
退
治
〉
の
く
だ
り
を
抽
く
と
「
高
志
の
八
俣

お

ろ

ち

あ

か

か

が

ち

の
大
蛇
月
略
)
そ
の
目
は
赤
加
賀
智
の
ご
と
く
」

の

記
述
が
あ
る
。

J
口
同
志
」
の
地
名
も
気
に
な
る
と
こ
ろ

だ
が
、
「
あ
か
か
が
ち
」
は
ホ
オ
ズ
キ
の
古
名
。

近
所
の
古
老
の
中
に
「
目
を
カ
ガ
チ
に
し
て
(
輝

か
せ
て
)
・
:
」
と
い
う
人
が
あ
り
、
カ
ガ
チ
は
富
山

の
方
言
と
し
て
生
き
つ
づ
け
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

集
落
が
ダ
ム
の
湖
底
に
沈
み
、
有
峰
を
去
っ
た
人

た
ち
の
多
く
は
平
家
落
人
の
子
係
だ

っ
た
ら
し
い
。

三つま

数
百
年
来
、
毎
年
初
午
の

H
に
飛
騨
の
天
領
(
朝
延

の
領
地
)
へ
遊
ぴ
に
で
か
け
る
風
習
が
あ
り
、
チ
ョ

l
ハ
イ
と
呼
ん
だ
と
い
う
。
〈
飯
田
辰
彦
氏
調
査
〉

チ
ョ

l
ハ
イ
(
里
帰
り
)
の
語
源
は
元
旦
の
宵
中

拝
賀
式

「朝
国
什
」
と
見
ら
れ
て
お
り
、
県
下

一
円
と

飛
騨
・
加
賀
地
方
の

一
部
に
伝
わ
る
こ
の
方
言
の
ル

ー
ツ
解
明
の
鍵
が
平
家
の
落
人
に
あ
る
と
す
れ
ば
、

歴
史
ロ
マ
ン
の
影
絵
が
浮
か
び
上
が

っ
て
く
る
。

目
下
の
と
こ
ろ
方
言
の
多
く
は
急
速
に
消
え
つ
つ

あ
り
、
共
通
語
化
の
波
に
飲
み
込
ま
れ
よ
う
と
し
て

い
る
。
地
方
の
文
化
は
そ
の
土
地
の
こ
と
ば
で
語
ら

れ
て
こ
そ
生
気
が
宿
る
。
父
祖
伝
来
の
良
俗
継
承
の

た
め
に
も
、
古
語
に
裏
打
ち
さ
れ
た
蹴
や
か
な
越
中

こ
と
ば
の
血
脈
を
あ
ら
た
め
、
マ
タ
イ
(
始
末

・
保

存
)
し
て
置
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

13 



闘
病
か
ら
の
お
初
ら
を

-参加募集・

県
政
パ
ス
教
室

参
加
者
募
集

い
よ
い
よ

5
月
か
ら
県
政
パ
ス
教
室
が
始
ま
り
ま
す
。

今
年
は
新
た
に
「
わ
た
し
発
見
生
涯
。
楽
習
と
の
一
コ

l
ス

を
プ
ラ
ス
し
て
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

県
政
の
動
き
ゃ
、
富
山
の
良
さ
を
実
際
に
自
分
の
目
で
見
、

体
験
し
て
、
感
想
な
ど
を
ど
ん
ど
ん
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
お
一
人
で
も
、
グ
ル
ー
プ
や
団
体
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
親
子
の
体
験
学
習
は
、
夏
休
み
に
ど
う
ぞ
。

※
親
子
パ
ス
は
小
学
校
三

l
六
年
生
の
親
子
が
対
象
で
す
。

※
参
加
費
は
無
料
。
た
だ
し
入
館
料
等
の
実
費
は
参
加
者
負
担
と

な
り
ま
す
。

体〉

口

※団体とは、単一団体文は数グループで構成

された概ね25-35名の集団をいいます。

代凶
表
名w

住
所
昼
間
連
絡
先

氏
名
電
話

・
参
加
人
数

.コ

ー
ス
及
び
運
行
H

第

1
希
望

第

2
希
望

応募は、住復はがきで

〈団

(
住
所
)

(
氏
名
)

機ー

-
氏

名

・
住

所

・
電

話

昼

間

連

絡

先

.
コ
ー
ス
及
び
運
行
H

第
l
希
望

第
2
希
望

-
参
加
人
数

〈個人・グループ〉

(
住
所
)

(
氏
名

様

口

-啓発・

-
里
は
春
で
も
山
は
冬
/

春
山
は
、
寒
暖
の
差
が
激
し
く
、
吹
雪
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
も

珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

遭
難
事
故
を
防
ぐ
た
め
、

一
、
雪
渓
・
雪
稜
で
は
、
ア
イ
ゼ
ン
、
ピ
ッ
ケ
ル
を
使
用
し
ま
し

ト
品
、
「
J

二
、
天
候
の
悪
化
が
予
想
さ
れ
る
と
き
は
行
動
を
中

止
し
、
安
全
な
所
へ
引
き
返
し
ま
し
ょ
う
。

三
、
山
菜
採
り
は
、
目
印
を
つ
け
る
等
道
に
迷
わ
な

い
よ
う
に
し
、
転
落
・
滑
落
に
も
注
意
し
ま
し
ょ

、っ
。
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申し込み期間 (消印有効です。)

5 月運行介 4月|日 一 4月 9日

6 月運行介 4月 11日-4月22日

7 月運行介 5月 2日 一 5月 18日

8 月運行分 6月|日 一 6月 15日

親子パス運行介 6月 13日 一 6月25日 (夏休み期間に運行)

9 月運行介 6月27日 一 7月 12日

10・11月運行介 7月25日 一 8月 11日

地区 ， ~担し込み先 所在地・郵便番号・電話番号

富山 企画部広報課
富山市新総曲輪|ー7富山県庁内

T930 まま(0764)31-3131

高岡 晶岡地方県民相談室
高岡市赤祖父211高岡総合庁舎内

〒933 fi (0766) 21-941 1 

魚津 魚津地方県民相談室
魚津市新宿10-7魚津総合庁舎内

干937 合 (0765)24-531 1 

砺波 J砺波地方県民相談室 砺波市幸町|ー7砺波総合庁舎内

干939-13 fi(0763) 33-引51

申し込み・お問い合わせ

〔第

2

固
〕
親
子
で
自
然
に
親
し
む

つ
ど
い
(
春
)

自
然
の
中
で
親
子
が
共
に
活
動
し
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
・

春
の
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
ま
す
。

(
自
然
観
察
・
ネ

イ
チ
ャ

l
ゲ

l
ム
と
野
外
炊
飯
〈
た
け
の
-
-
飯
〉
)

日

時

5
月

凶

日

出

午

前

9
時
j
午
後
4
時
。

場

所

二

上

山

周

辺

。

対

象

小

学

校

児

童

(
4
年
生
以
上
)
と
そ
の
保
護
者
(
川
名
)

参
加
費
無
料
(
た
だ
し
傷
害
保
険
料
2
0
0
円
)

締

切

4
月
幻
日
附
ま
で
(
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。
)

申
込
み
富
山
県
二
上
青
少
年
の
家

干
制
高
岡
市
二
上
鳥
越

m
l
l

T
F」
L
円

U

7
'
F
hU
F
O
-

フ』
t
l

・
n
u
n
u
n
u
s
l

「「

A

H

V〈

n
U
寸

I
F
O
F
0
・

司

〆

L
I
-
-
n
U
門

U
円

U
司
/
』

-
i
新
学
期
に
お
け
る
自
転
車
盗
・
オ
ー
ト
バ
イ
盗
防
止
運
動

i

四
月
一
日
働
か
ら

四
月
三
十
日
制
ま
で

こ
の
時
期
は
、
新
入
学
時
と
も
重
な
り
、
子
供
た
ち
の
新
し
い

自
転
車
や
、
春
に
な
っ
て
利
用
す
る
機
会
が
多
く
な
る
オ
ー
ト
バ

イ
の
盗
難
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
身
近
な
犯
罪
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
0

.
自
転
車
に
は
防
犯
登
録
を
し
ま
し
ょ
う
。

-
ワ
イ
ヤ
ー
・
チ
ェ
ー
ン
錠
で
二
重
ロ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
0

.
路
上
に
放
置
し
な
い
で
駐
輪
場
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

-
オ
ー
ト
バ
イ
は
、
ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
を
確
実
に
し
ま
し
ょ
う
。

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街

-

ー

国
土
庁
で
は
、
毎
年
4
月

を

「

土

地

月

間

」

土

也

二

一

一

早

峨

沼

河

沼

ゆ

咽

直

演

直

湘

ゆ

沼

恒

官

必
に
伴
う

1

l

・

一
不
動
産
取
得
税
の
負
担
軽
減
措
置
に
つ
い
て

つ
い
て
の
基
本
理
念
や
地
価
公
示
制
度
の
普
及
を
図
っ
て
い
ま
す
。

き

仁

L
H
H
H
Hド
H
h日
H
I
Hけ
い
い

h
rーー

セ
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
特
例
措
置
を
講
じ
ま

地
価
高
騰
を
生
じ
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、
私
達
県
民
一
人
一
人

b
3
-
。

が
土
地
問
題
を
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
本

県

で

は

特

に

次

姐

.

何
勢
宅
地
及
び
宅
地
比
準
土
地
の
取
得
に
つ
い
て

の
2
点
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

'

・

平
成
6
年
中
に
取
得
す
る
場
合

①

一
定
面
積
以
上
の
土
地
売
買
等
の
取
引
に
あ
た
っ
て
は
、
-

課
税
標
準
を
価
格
の

2
介
の
ー
と
し
ま
す
。

契
約
自
の

6
週
間
前
ま
で
に
届
出
が
必
要
で
す
。

・
平
成
7
年
及
び
平
成

8
年
中
に
取
得
す
る
場
合

②

本
年
か
ら
地
価
公
示
の
地
点
が
増
加
し
ま
す
。
公
示
地
長

i

，
一

課
税
標
準
を
価
格
の

3
分
の

2
と
し
ま
す
。

の
地
価
は
、
取
引
価
格
の
目
安
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
県
税
事
務
所

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
市
町
村
へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

へ
、
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

※
課
税
標
準
一
市
町
村
の
固
定
資
産
税
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
価
格

4
月
は
土
地
月
間
で
す
。

と
し
て
、

fqチ怠ウんめ相談窓口・
・県政について

県民相談室富山市新総曲輪ト7(県庁内)
合(0764)31-4111印
31-3131 (県民相談電話)

高岡地方県民相談室高岡市赤祖父211(総合庁舎内)
念(0766)21-941Hffi 

魚津地方県民相談室魚津市新宿10-7(総合庁舎内)
合(0765)24-5311間

砺潰地方県民棺談室 砺渡市幸町卜7(総合庁舎内)
ft (0763) 33・5151(ffi

-物価ダイヤル

物価に関する苦情や相談があればお気軽に

お電話ください。

fi(0120) 16-7400(察庁県民生活課内)
・消費生活については

消費生活センター

富山市安住町7-18安住町第一生命ピル内
(一般相談は> ft (0764) 32-9233 
〈金融相談は〉 合(日764)33-3252 
消費生活センター高岡支所

高岡市本丸町7-1本丸会館内
まま(0766)25-2777 

・変通事故については

富山県斐通事故相談所東別館l階
ft (0764) 31-4111内4400
・相談110番相談
家庭問題・悪質商法・覚せい剤など、どん

な相談にも応じます。
ヨニ ワルイヒトナシ

fi(0764) 4 2-0 1 1 0 
・シルバー110番
高齢者や家族の心配ご・と、悩みごとに富山

県高齢者総合相談センター

富山市舟橋南町5-14社会福組会館内
ft(0764) 4卜 4110

-県カ、らめホーヮトニュース・
見て、聞いて、ご意見をお寄せください。

・テレビ広報

・チューリップテレビ

AM9 : 30-9 : 45 
「志の軸のふるさとトークJ

・富山テレビ毎週日曜日 AM9: 00-9 : 30 
f112万人のひろばークイズ/

フォー力ス・イン」

-北日本放送

毎週日曜日 AM11 :00-11 :30 
「こんにちは富山県です」

4/3県政パス教室スタート
4/1日開幕まであと半年 まなぴピアとやま'S4(字幕政送)
4/17私たちのふるさとづくり~福野町~
4/24楽レい春の観光
・ラジオ広報

・FMとやま「ふれあいホットライン」
県内各地からホットな話題をクリアなサウ

ンドでおとどけします。

毎週月~金曜日 AM9: 50-9 : 55 
・新聞広報

・北日本、富山、読売、北陸中目、朝日、

毎日

毎月第2、最終土曜臼
「禦からのお知らせJ

-音質街頭献血日程・
日軍日 獄血場所 時間

2月 cJR富山駅前 10: 00-16:00 

5木 高岡シ市ョッ「ジピャンスグセコ局ン岡タ后ーJ前 10:凹-15:30

9月 滑川市役所前 12: 30-15:30 

福岡町役場前 日:30-11・30
1117..1< 
cJR福岡駅前 12:30-15:30 

15日 富山西武デパート前 10:00-16:0。
19木 入善町商工会館前 9:30-15:30 

22 九 魚津シ市 「サピンプグセラザン」タ 旧:00-15:30臼ヨツン 前

29 日 大島シ町ョッ「アピブングリセオ」ンタ 前 10:00-15: 30 

※都合により変更する場合がありますので、当

日の新聞・テレビの街頭献血案内等でご確認

下さい。
。富山県赤十字血液センターでは、 tij土曜日の
午後も関所し(祝祭日除く)、献血を受け付け

ています。
富山県赤十字血液センター

富山市飯野26-1 TEし(0764)51-5555 

毎週土曜日AM9

…・宣言座案内・

濃度名 アーマ 月日 臨 時間 磁数定員 会 場

人間と宗数
5/9- 月 10:00-

『日j岡文化ホール10 60 
12心O

人間探求講座 世界の動き
5/12-
木
14:00-

高岡文化ホール
7/14 

10160 
16:00 

夜間ゼミ・ 5/17- 18:30-

現代を読む 火 20:30
5 120 県民カレ yジ

生涯 学 習 5/13-
金
14 :00-

県民カレ ッジ
実践講座①

10 60 
16:ω 

リーダー養成 生涯 学 習 6/15-
7.1< 
9:00-

県民カレ ッジ
講座 指導者養成講座 10/26 

10 50 
16:00 

ビデオ実技 6/6- 18:00-
県民カレ γジ

セミナー(初級)
5 120 

21 :00 

ボランティア とやまの 10:00-
県民カレ ッジ

養成講座 自然を採る
~I 10 60 
12 :00 

ハイビジョ ン
芙との出会い I

5/17-
火
10:00-

!¥-!民カレ yジ
視聴講 J事

5 180 
12 :00 

合 (0764)41-8635 

問い合わせは県民カレッジへ

富山市舟橋北町 7- 1 

消
費
者
ス
ク
ー
ル
受
講
生
募
集

①
内

容

「

や
す
ら
ぎ
の
あ
る
く
ら
し
を
考
え
る
L

を
メ
イ
ン

テ
ー
マ
に
5
月
日
日
幽
か
ら
日
月
日
日
働
ま
で
に

叩
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

〔第
1
回〕

5
月
日
日
樹
午
後
l
時
加
分
か
ら

.
開
校
式

・「
私
た
ち
の
食
卓
と
輸
入
食
品
」

講
師
一
輸
入
促
進
協
会
市
川
由
紀
子

②
開
催
場
所

富
山
市
安
住
町
第

一
生
命
ビ
ル
8
階
ホ

l
ル

③
募
集
人
員

一
般

県

民

約
1
2
0
名

④

受

講

料

無

料

⑤
問
合
せ
・
申
込
み
富
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

一T
卿

富
山
市
安
住
町
7
の
日

(富
山
安
住
町
第

一
空
命
ビ
ル
内
)

T
E
L
 
0
7
6
4
1
1
3
2ー
ー

2
9
4
9

F
A
X
 
0
7
6
4
11
3
1
1
11
2
6
3
1
 

労
働
保
険
料
の
期
限
内
申
告
・
納
付
に
つ
い
て

労
働
保
険
の
平
成
五
年
度
確
定
保
険
料
と
平
成
六
年
度
概
算
保

険
料
は
、
四
月

一
日
か
ら
五
月

一
六
日
ま
で
に
申
告

・
納
付
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

事
業
主
の
皆
さ
ん
は
、
保
険
料
申
告
書
に
保
険
料
を
添
え
て
最

寄
り
の
銀
行
、
郵
便
局
、
又
は
富
山
県
雇
用
保
険
課
、
富
山
労
働

基
準
局
、
各
労
働
基
準
監
督
署
で
申
告

・
納
付
し
て
下
き
い
。

労
働
保
険
料
は
労
災
給
付
、
失
業
給
付
と
し
て
支
払
わ
れ
て
い

る
だ
け
で
な
く
、
企
業
の
雇
用
安
定
の
た
め
の
各
種
助
成
金
、
奨

励
金
、
勤
労
者
の
福
祉
施
設
等
に
も
支
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

正
し
い
申
合
納
付
を
行
い
、
こ
れ
ら
の
制
度
を
有
効
に
活
用
さ

れ
て
企
業
に
お
役
立
て
下
さ
い
。

問
合
せ

富
山
県
雇
用
保
険
課

8
0
7
6
4
・4
4
・4
5
5
5

富
山
労
働
基
準
局

企
0
7
6
4
・3
2
・2
7
2
7

副
同
制
劃
品
配
が
以
配
配
引
引
出
川
川
判
引
州
川
州
判
州
国
船

富
山
か
ら
送
っ
た
色
と
り
ど
り
の
チ
ュ

ー
リ

ッ
プ
の
花
ピ
ラ
1

2

0
万
枚
が
、
銀
座
み
ゆ
き
通
り
3
0
0
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て

敷
き
つ
め
ら
れ
る
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
カ
ー
ペ
ッ
ト
。
富
山
県
の
P
R

と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
目
的
に
今
年
で
8
回
目
を
迎
え
ま
す
が
、

今
で
は
み
ゆ
き
通
り
に
お
け
る
最
大
の
イ
ベ

ン
ト
と
な

っ
て
い
ま

す
。
当
日
は
、
午
後
1
時
か
ら
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
や
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
切
花
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
も
あ
り
、
富
山
県
の
チ
ュ

ー
リ

ッ
プ
が
訪
れ
る
人
々
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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月
収
十
万
円
の
副
収
入
を

保
証
す
る
と
い
う
資
格
講
座

③

「昨
日
、
自
宅
に
電
話
が
入
り
、

O
×
士
資
格
取
得
教
材
を
勧
め
ら
れ
、

今
日
が
締
切
り
だ
と
言
わ
れ
た
。
学
生
だ
と
断
っ
た
ら
、
月
々
七
千
円
払
え

あ
っ
せ
ん

ば
よ
い
。
十
月
の
試
験
に
合
格
す
れ
ば
、
仕
事
を
斡
旋
す
る
の
で
月
十
万
円

の
収
入
に
な
り
、
元
金
は
す
ぐ
に
取
り
戻
せ
る
と
言
わ
れ
応
諾
し
た
。
し
か

し
、
大
学
の
先
生
か
ら

O
×
士
の
仕
事
は
バ
イ
ト
的
な
考
え
で
は
勤
ま
ら
な

い
と
言
わ
れ
解
約
し
た
い
。
」
(
富
山
市
二
十
代
の
学
生
)

A
最
近
、
こ
の
よ
う
な
電
話
に
よ
る
資
格
取
得
講
座
の
勧
誘
が
急
増
し
て

い
ま
す
。
職
場
な
ど
へ
強
引
な
電
話
勧
誘
を
し
、
あ

い
ま

い
な
返
事
を
引
き

出
し
、
契
約
を
迫
っ
た
り
、
国
家
資
格
な
の
に
受
講
す
る
だ
け
で
取
得
で
き

る
と
い

っ
た
虚
偽
の
セ
ー

ル
ス
ト
l
ク
を
使
っ

た
り
し
ま
す
。
ま
た
、

最
近

は
過
去
に
受
講
し
た
人
に
新
し
い
資
格
講
座
を
勧
め
る
二
次
被
害
も
増
え
て

い
ま
す
。

電
話
に
よ
る
資
格
講
座
な
ど
の
勧
誘
は
、
業
者
が
独
自
で
導
入
し
て
い
る

場
合
を
除
き
、
ク
l
リ
ン
グ

・
オ
フ

(無
条
件
解
約
)
が
で
き
ず
、
ト
ラ
ブ

ル
の
解
決
を
困
難
に
し
て
い
ま
す
。
事
例
の
場
合
は
解
約
の
意
思
が
全
く
無

い
こ
と
を
内
容
証
明
郵
便
で
発
信
し
た
と

こ
ろ
、
業
者
か
ら
の
連
絡
が
途
絶

え
ま
し
た
。

あ

こ
の
よ
う
な
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
毅
然
と
し
た
態
度
で
断
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
納
得
で
き
な
い
内
容
に
は
契
約
し
な
い
よ
う
に
十
分
に
気
を

つ
け
、
も
し
、
契
約
し
て
し
ま

っ
た
ら
、
出
来
る
だ
け
早
く
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

相
談
は
、
県
消
費
者
セ
ン
タ
ー
、
電
話
0
7
6
4

高
岡
支
所
、
電
話
0
7
6
6
(日
)
2
7
7
7

ロ
)
9
2
3
3
、

四月
4ゆ• 

• 
• 

4・
4砂~祭~君ど
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占
岡
本
誌
は
今
月
号
か
ら
企
画
や
サ
イ
ズ

が
変
わ
り
、
装
い
も
新
た
に
ス
タ
ー
ト

を
き
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
と
は
違
う

文
章
量
に
編
集
作
業
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
折
か
ら
の
天
候
不
順
で
表
紙
の
撮

影
日
程
を
決
め
る
に
も
四
苦
八
苦
。
毎

日
、
新
聞
の
週
間
天
気
予
報
を
食
い
入

る
よ
う
に
見
つ
め
て
い
た
せ
い
か
、
撮

影
終
了
後
の
今
も
お
天
気
マ
ー
ク
が
目
の
前
を
ぐ
る
ぐ
る
駆

け
回
っ
て
い
ま
す
。

(K
)

女
マ
リ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
J
の
取
材
で
富
山
空
港
へ
行
っ
た
。
快

晴
の
空
の
し
た
、
遊
覧
飛
行
便
や
ソ
ウ
ル
便
な
ど
が
つ
ぎ
つ

ぎ
に
離
発
着
す
る
光
景
は
と
て
も
見
応
え
が
あ
る
。
立
山
連

峰
も
き
れ
い
に
見
え
る
こ
の
場
所
は
、
結
構
良
い
展
望
ポ
イ

ン
ト
だ
と
再
認
識
し
た
。

(A
)

女
ホ
タ
ル
イ
カ
の
美
昧
を
昧
わ

っ
た
春
、
立
山
黒
部
ア
ル
ペ

ン
ル
ー
ト
で
の
壮
大
な
自
然
に
感
動
し
た
夏
、
お
わ
ら
の
流

麗
な
踊
に
酔
い
し
れ
た
秋
、
そ
し
て
、
ら
い
ち
ょ
う
バ
レ
ー

で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
だ
冬
口

広
報
業
務
を
学
ぶ
た
め
に
青
森
県
か
ら
来
た
私
に
と

っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
昧
わ
い
深
か

っ
た
こ
の
一
年
は
、
貴
重
な
体

験
に
な
り
ま
し
た
。

富
山
の
皆
さ
ん
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

富
山
フ
ァ
ン
と
し
て
、
キ
ト
キ
卜
富
山
を

P
R
し
ま
す
け

(O
)
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今月号で掲載したPINUP TOY AMAの写真を抽選で
5名の方にワイド六ツ 切 (2SX18センチ)でプレゼ
ントします。希望される方は、官製ハガキで下記の

様式でお申し込みください。5月16日消印有効です。

富
山
市
新
総
曲
輪
日

富
山
県
広
報
課

写
真
プ
レ
ゼ
ン

ト

4
月
号
係
あ

て

門
〕
門
】日出町凶閣凶円

〕
氏
名
住
所
電
話
本
誌
を
読
ん
だ
感
想

四
月、

小
矢
部
市
の
下
後
丞
神
明
宮
で
は
、

少
少
E

白
鉢
巻
き
に
揮
ひ
と
つ
の
若
者
た
ち
が
、
境
内

ひ
し
ゃ
く

み

き

を
走
り
回
り
、
柄
杓
の
お
神
酒
を
参
拝
人
た
ち

に
強
引
に
飲
ま
せ
る
、

奇
祭
「
酒
と
り
祭
り
」

が
行
わ
れ
る
。
は

ら

の

り

と

祭
り
は
、
お
蔽
い
、
祝
詞
な
ど
の
神
事
が
し

め
や
か
に
行
わ
れ
、
し
し
舞
い
が
奉
納
さ
れ
た

後
、
ク
ラ
イ
マ

ッ
ク
ス
の
酒
と
り
合
戦
が
始
ま

ザ

Q

。大
鳥
居
の
下
で
待
ち
か
ま
え
る
厄
男
た
ち

が
、
太
鼓
を
合
図
に

一
斉
に
駆
け
出
し
、

狭
い

拝
殿
前
に
殺
到
す
る
。
先
を
争
い
お
神
酒
を
柄

杓
に
受
け
取
る
や
、
再
び
引
き
返
し
境
内
の
参

拝
人
や
見
物
人
に
誰
か
れ
の
区
別
な
く
無
理
や

り
酒
を
飲
ま
せ
て
し
ま
う
。
用
意
さ
れ
た
お
神

酒
が
無
く
な
る
ま
で
そ
れ
が
繰
り
返
し
統
け
ら

れ
る
。
こ
の
祭
り
は
三
百
年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
と

伝
え
ら
れ
、
そ
の
昔
、
村
に
不
慮
の
災
害
が
続

い
た
と
き
、

祭
礼
の
折
り
に
大
漁
の
お
神
酒
を

供
え
て
参
拝
人
に
ふ
る
ま
え
ば
、
無
病
息
災、

五
穀
豊
穣
と
い
う
お
告
げ
が
あ

っ
た
と
と
か
ら

始
め
ら
れ
た
と
い
う
。

境
内
を
か
け
め
ぐ
る
歓
声
と
裸
の
男
た
ち
の

熱
気
は
、
こ
の
地
区
の
春
の
風
物
詩
で
あ
る
。

(参
考
文
献
ふ
る
さ
と
の
風
と
心

富
山
の
習
俗
)



平
成
6
隼

4
月
号

企
画
発
行
富
山
県
企
画
部
広
報
課
富
山
市
新
総
曲
輪
1
B7

8

引

83
1
3
1

(県
民
相
談
電
話
)

印
刷

-
期
間

4
月
6
日
(水
)
(
)
4
月
日
日

(金
〉

・
重
点

①

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底

②

子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

③

若
者
に
よ
る
無
謀
運
転
の
防
止

こ
れ
か
ら
、
新
入
学
期
や
春
の
行
楽
期
を
迎
え
て
自

動
車
等
に
よ
る
支
通
事
故
の
多
発
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
県
民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
リ
に
交
通

安
全
の
知
識
を
広
め
、
交
通
安
全
思
想
を
高
め
る
た
め

実
施
す
る
も
の
で
す
。

十
父
通
ル
ー
ル
と
交
通
マ
ナ
ー
を
守
リ
、
悲
惨
な
交
通

事
故
の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

チ
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!
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